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論文の内容の要旨
　高等植物は，根や茎葉などの諸器官からなり，維管束はこれらの器官を結ぶ通動組織である。この維管東は飾
部と木部からなり，その主な構成要素である筋管は地上部から地下部へ，導管は地下部から地上部への物質輸送
の経路を形成している。導管中を流れる導管液には，従来，無機イオンや低分子有機物質のみが含まれると考え
られきたが，近年タンパク質の存在が報告された。そこで本研究では，根や導管の個体機能における新たな役割
を見出すことを目的に，まず導管液中を流れるタンパク質の正体を明らかにし，次にその産生部位の同定および
その輸送される部位とその存在様式の解明と機能の推定を行った。
　研究材料として多量の導管液を採取することができるキュウリを用い，キュウリ導管液タンパク質遺伝子群の
クローニングを以下の方法で行った。キュウリの導管全体をラットに免疫して抗導管液血清を調整し，次にキュ
ウリ根のmRNAから合成したcDNA発現ライブラリー（200万プラーク）をこの抗血清でスクリーニングし，8種
類（Xy1emSapProtein（XSP）一1，4，5，6，9，10，15，16）をNorthemHybridizati㎝による発現解析によって選抜した。これ
らのクローンの中から，G1yc1neぶichProtein（GRP）と相同性のあったXSP－4，10を選び，それぞれCucumberRoot
SpecificG1ycineRichProtein（CRGRP）一1と2と改名した。次に，CRGRPsの根における詳細な遺伝子発現解析を
行い，CRG肥sの遺伝子発現が維管束組織の発達と関連があり，主根では，根毛帯で特に発現が強いことが判明し
た。また，CRGRPs遺伝子をプローブとしたinsituhybridizati㎝により，CRGRPsの遺伝子発現が，根の根毛帯の
柔組織細胞で特異的に起こることが判明した。一方，大腸菌の発現系を用いてCRGR円タンパク質を合成し，そ
れを抗原として抗CRGR円血清を作製し，Imm㎜ohistochem1stryを行ったところ，リグニン化の起こっている葉，
茎，根の導管の壁および茎のpeζivas㎝1arfibers（蔓性の植物に存在する維管束を取り囲む厚膜細胞）の細胞壁に
シグナルが確認された。
　以上の研究から，g1yCineを多く含むタンパク質が，根の維管束内の特異的な組織で合成され，導管液の流れに
乗って全身に輸送され，導管の壁やperivascularfiberの細胞壁の維持と機能に役立っている可能性が示された。
審査の結果の要旨
本論文において，従来不明であった，導管液中に存在するタンパク質の正体と，その産生場所および移動の様
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子が初めて明らかになったことは高く評価できる。導管は死んだ細胞の壁から成り立っており，植物体内での水
の流れは，絶えず導管から外側へ向かっていることを考えると，導管の壁を維持・補強するのに，導管の周りの
細胞が寄与することは考えがたく，導管液の流れを用いた本システムは，理にかなっていると考えられる。この
タンパク質の機能に関しては推測の域を出ておらず，今後解明してゆくべき問題も残されてはいるものの，導管
液タンパク質の合成と輸送のメカニズムを提示した本研究は，維管東植物の個体機能の解明に多大なる貢献をす
ると考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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